
























































というより大きく確固としたアイデンティティに帰着する点を挙げている (ヴィンセント , 河





































具体的な闘争の文脈との関連によってのみ意味を獲得する」 (ibid., p. 68)のであり、「ゲイとし










を見出し内の者とは同一性を強いること (伊野 , 2005, p. 43)、アイデンティティそのものが規
範になりえること (ibid., p. 45)、カミングアウトによるアイデンティティの政治は「抑圧―解
放」型の政治と親和性を持っていること (ibid., p. 61)、カミングアウトの多様性を見逃す可能





















ティ」とは間主観的に形成されるものであり、道徳感情の源泉である (Taylor, 1988; Taylor, 
1994/1996; Honneth, 1992/2003)。そのため他者からの歪められたイメージや無視を受けた
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るが、アイデンティティに関する同様の見解は、上野千鶴子に見られる (上野 , 2005a, pp. 










については Taylor (1994/1996)、Honneth (1992/2003; 2000/2005)を、そして「承認」の
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The Problems of Coming-Out
Kazuyoshi KAWASAKA
This paper examines the meanings inherent in the term “coming-out” and the 
contexts in which it is used in current discourses regarding sexuality in Japan, based 
on a critical reading of several texts by different authors. It attempts to analyze the 
underlying assumptions upon which the many diverse arguments are based, as well as 
the validity of “coming-out” itself as a concept. 
Interestingly, “coming-out” has given rise to numerous debates, despite the 
inconsistency of its usage, that is, the connotations of the term seem to vary according 
to the writer. For example, one writer who examines the relationship between the 
subject and “coming-out” strongly emphasizes the process of subjectivation arising 
from “coming-out,”but accords the subject an ambiguous status on a theoretical level. 
In another text, the liberation of the subject is the focal point of the argument and yet, 
at the same time, the notion of identity is also criticized. 
The meaning of “coming-out,”the relationship of “coming-out” and the subject, and 
the “liberation” in a society composed of “coming-out” proponents and opponents, all 
appear to depend upon the arbitrariness of the writers themselves who use the term. 
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とができるのではないだろうか。例えば、彼はこのように語っている。「カテゴリーとの交
渉を行い、カテゴリーに規定されながらもそれを超える語りを模索し、カテゴリーの意味内
容を書き換えていく。そのような可能性をクィア理論から読み取るべきではないか」(伊野 , 
2005, p. 70)。伊野の完全な言語や語りへの未練こそが、バトラーのように主体化の失敗その
ものを肯定するのではなく、カテゴリーと交渉し自己を語ろうとする方向に向かわせている
のではないだろうか。私個人は、主体はカテゴリーと交渉しえるような位置を得ることがで
きるのか、カテゴリーを越えた語りの模索が有効な政治的アプローチになるかは懐疑的であ
る。おそらく、抑圧のあり方とそれへの抵抗としての「語り」がどのように位置づけられる
かをより慎重に検証しなければならないだろう。
⁷このような倒錯した「解放」の希望は、思考する主体が意識的に達成することが可能かどう
かは不明瞭にされているが、「身体と快楽」という抵抗の拠点を明示されたかたちでたしかに
フーコーの著作の中にも見られる。このときフーコーは権力の問題とセクシュアリティの解
放の問題の間で躊躇しているように思われる。フーコーは「セクシュアリティ」を西洋近代
に生まれた「規律権力」と「生権力」という法や主権の概念では捉えられない権力の作用を
記述するために注目しており、このときフーコーは安易な解放を拒絶して冷徹な眼差しで権
力を分析している。だが、同時にこの著作にはアジアの「性愛の術」への言及などセクシュ
アリティの出現によって西洋社会が失ってしまった快楽へのノスタルジアが見られる。『性
の歴史』の続巻で根源的な「快楽」への接近可能性というノスタルジアは修正されているが、
このような喪失した対象へのノスタルジアはフーコー自身が『言葉と物』(1966/1974)で批
判した「人間学的眠り」に誘う人文科学の「起源」への不可能な探究に他ならない。皮肉な
ことに、『知への意思』がこれほどまでに影響力を持ち続けているのは、喪失した「快楽」へ
のノスタルジアという魅力のせいではないだろうか。
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